
日向市文化交流センター（平成元年建設）

大
たいえいばし

瀛橋（平成６年建設）

現在の細島小学校の建て替えに合わせて、細島公民館
と細島地区コミュニティーセンターの機能を集約した
複合施設の整備を進めていきます。

平成 28 年 3月に閉校した旧幸脇小学校の校舎を
利用し、今年 5月から株式会社テレネットによ
るコールセンターが開設されました。

これからの公共施設の建設や運営では、民間のノ
ウハウや資金を活用していくことも不可欠である
ため、研修会などの開催に取り組んでいます。

【
細
島
小
学
校
の
複
合
化
】

【
旧
幸
脇
小
学
校
の
利
活
用
】

【
公
民
連
携
の
取
り
組
み
】

今
後
の
取
り
組
み
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
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これまで 将　来

今後の更新等費用
およそ45億円 /年
（道路や橋などの
インフラを含む）

（年度）

（万㎡）
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公
共
施
設
の
老
朽
化
と
は

　
市
の
公
共
施
設
の
多
く
は
、
高
度
経
済

成
長
期
の
人
口
増
加
に
合
わ
せ
て
建
設
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
ほ
と
ん
ど
の
施
設
が
、
今
後

10
年
か
ら
20
年
の
間
に
、
耐
用
年
数
経
過

に
よ
る
老
朽
化
で
、
安
心
し
て
使
え
な
く

な
る
た
め
、
一
斉
に
更
新
や
修
繕
の
時
期

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
も
し
、
現
在
保
有
し
て
い
る
公
共
施
設

を
現
状
の
ま
ま
残
し
た
場
合
、
今
後
の
更

新
な
ど
に
、
１
年
あ
た
り
、
お
よ
そ
45
億

円
と
い
う
莫
大
な
金
額
が
必
要
と
な
る
見

込
み
で
す
。(

下
記
の
表
参
照
）

施
設
管
理
の
限
界

　
さ
ら
に
公
共
施
設
の
問
題
は
、
老
朽
化

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
の
人
口
は
、２
０
１
５
年
（
国
勢
調
査
）

の
６
１
７
６
１
人
か
ら
、
２
０
６
０
年
に

は
、
４
３
６
３
５
人
（
日
向
市
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
）
と
お
よ
そ
３
割
の
減
少
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
公
共
施
設
利
用
者
の
減
少
は

避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

医
療
や
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
経
費
が
増

加
す
る
一
方
で
、
働
く
世
代
の
減
少
に
伴

う
税
収
減
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想

さ
れ
て
お
り
、
今
あ
る
公
共
施
設
を
そ
の

ま
ま
維
持
し
、
管
理
を
し
て
い
く
こ
と
は

不
可
能
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
直
面
す
る
公
共
施
設
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
、
必
要
な
対
策
を
行
う
た
め
、
市
で

は
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
市
が

保
有
し
て
い
る
す
べ
て
の
公
共
施
設
を
自

治
体
経
営
の
視
点
か
ら
、
総
合
的
に
管
理
・

利
活
用
す
る
仕
組
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
平
成
28
年
度
に
、
市
の
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
計
画
と
し
て

「
日
向
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

(

３
㌻
参
照
）
を
策
定
し
、
基
本
理
念
お
よ

び
基
本
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
施
設

の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
適
切
な
維
持

管
理
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
公
共
施
設
を
そ
の
ま
ま

更
新
や
修
繕
を
す
る
の
で
は
な
く
、
複
数

の
施
設
を
一
つ
に
ま
と
め
、
こ
れ
ま
で
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
く
、
複
合

化
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
本
市
で
は
、
使
用
し
て
い
な

い
施
設
の
利
活
用
や
廃
止
・
解
体
な
ど
、

コ
ス
ト
縮
減
を
進
め
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
向
市
の
取
り
組
み

公
共
施
設
の
未
来
を
考
え
る

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
学
校
を
は
じ
め
、
道
路
や
水
道
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
施
設
の
多
く
が
、
建
設
後
数
十
年
が
経
過
し
て
老
朽
化
が
進
み
、

今
後
一
斉
に
更
新
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
ま
す
。
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
厳
し
い
財
政
状

況
が
見
込
ま
れ
る
中
、
公
共
施
設
の
未
来
は
今
、
大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
集
約
・
複
合

化
・
廃
止
・
解
体
）
の
取
り
組
み
で
は
、
こ

日向市公共施設等総合管理計画

一 . 安全・安心の確保
点検・診断の実施、耐震化に取り組みます。

二 . 総量の最適化
有効活用、統合、廃止などを推進します。
【数値目標】総延床面積の30％削減

三 . ライフサイクルコストの縮減
長寿命化、維持管理方法の見直し、公民連携に取り組みます。

将来世代に負担を残さない 最適な公共施設の保有とサービスの提供基本理念

基本目標（公共施設マネジメント三原則）

れ
ま
で
身
近
に
あ
っ
た
施
設
が
な
く
な
っ

た
り
、
遠
く
に
あ
る
施
設
を
利
用
す
る
必

要
が
で
て
き
た
り
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
口
減
少
や
厳
し
い
財
政
状

況
が
予
想
さ
れ
る
中
、
現
状
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
続
け
て
い
く
に
は
、
将
来
を
見
据

え
た
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
検
討
し
な
が
ら
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
庁
舎
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
施
設
は
、

災
害
時
に
は
避
難
所
と
な
る
な
ど
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

大
切
な
財
産
で
す
。

　
将
来
を
担
う
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い

た
め
に
も
公
共
施
設
の
未
来
に
つ
い
て
、

真
剣
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　待ったなしの公共施設マネジメント。

　市では、これからも情報提供

に努めながら、皆さんと一緒に

考えていきます。随時、ご意見

を受け付けています（メール可）。

問財政課公共施設マネジメント推進室

☎ 66・1013　 zaisei@hyugacity.jp

皆さんのご意見をお聞かせください

＜利用者が減っても維持費はそのまま＞

◉公共施設（建物）の年度別の整備状況と今後の見込み


